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自
主
記
帳
を
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
記
念
講
演
の
司
会
を

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

ま
ず
、
講
師
の
松
田
税
理
士

は
医
業
税
制
の
特
殊
さ
に
よ
る

医
師
・
歯
科
医
師
の
経
営
や
会

計
に
対
す
る
認
識
不
足
を
指
摘

さ
れ
た
。
同
感
だ
。
し
か
し
、

経
営
や
会
計
の
知
識
が
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
の
指
示
通
り
開
業
し
た
の

も
自
分
だ
。
そ
れ
ら
が
な
け
れ

ば
開
業
も
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

 

さ
あ
今
か
ら
支
部
総
会
記
念

講
演
で
勉
強
で
あ
る
。

 

決
算
書
に
は
、
貸
借
対
照
表

と
損
益
計
算
書
が
あ
る
。
貸
借

対
照
表
を
み
る
と
、
左
に
資
産
、

右
に
負
債
と
資
本
の
合
計
が
あ

る
。
私
が
理
解
で
き
て
い
る
か

疑
問
も
あ
る
が
、
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
。

　

こ
れ
よ
り
勘
定
科
目
の
番
で

あ
る
。
現
金
、
そ
の
他
預
金
に

始
ま
り
事
業
主
借
、
元
入
金
に

つ
い
て
学
び
、
青
色
申
告
特
別

控
除
前
の
所
得
金
額
を
算
出
す

る
。
損
益
計
算
書
の
資
料
を
見

る
と
、
ま
た
新
し
い
勘
定
科
目

に
出
く
わ
す
。
注
意
点
は
、
科

目
の
区
分
に
継
続
性
を
保
つ
こ

と
が
大
切
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

自
分
は
こ
れ
に
悩
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
よ
り
、
私
が
自
主
記
帳

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を

説
明
し
た
い
。

　

開
業
当
初
、
税
理
士
に
確
定

申
告
を
任
せ
、
自
分
な
り
に
領

収
書
を
ま
と
め
、
普
通
預
金
の

記
帳
分
、
売
掛
金
、
買
掛
金
な

ど
の
資
料
を
預
け
、
月
５
万
円

は
か
か
る
と
言
わ
れ
た
。
確
定

申
告
書
、
償
却
資
産
な
ど
提
出

ご
と
に
料
金
が
加
算
さ
れ
、
年

間
１
０
０
万
円
也
。
悩
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
知
り
合
い
の
先
生

曰
く
「
医
業
の
収
入
金
額
は
す

べ
て
明
朗
、
不
正
の
し
よ
う
が

な
く
、
簡
単
」
と
の
こ
と
で
、

言
わ
れ
れ
ば
そ
の
通
り
。
無
茶

に
も
税
理
士
契
約
を
解
除
。

　

こ
れ
か
ら
が
大
変
。
保
険
医

協
会
主
催
の
医
院
経
営
研
究
会

「
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
簡
単
記
帳
」

な
ど
に
出
席
し
会
計
を
学
び
は

じ
め
る
。
今
で
も
不
安
は
あ
る

が
、
確
定
申
告
は
協
会
の
確
定

申
告
相
談
会
を
利
用
し
、
松
田

税
理
士
に
相
談
し
、
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
自
院
の
会
計

を
簡
単
に
す
る
た
め
、
週
20
時

間
以
内
の
パ
ー
ト
職
員
の
み
と

し
、
給
与
計
算
の
ソ
フ
ト
と
会

計
の
ソ
フ
ト
の
保
守
サ
ポ
ー
ト

の
料
金
と
、
確
定
申
告
の
相
談

料
で
年
間
10
万
円
ぐ
ら
い
也
。

　

結
果
は
経
費
節
減
90
万
円
。

た
だ
し
、
私
は
毎
年
、
胃
部
不

快
感
に
陥
る
。

　

講
演
を
聞
き
、
確
定
申
告
を

ま
る
ご
と
税
理
士
に
依
頼
す
る

か
、
自
分
で
す
る
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
。
楽
を

す
れ
ば
経
費
が
か
か
り
、
経
費

節
減
に
走
れ
ば
自
分
が
苦
労
す

る
と
思
う
。

　
　

【
三
田
市　

安
部　

治
郎
】

決
算
書
の
見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

松
田
税
理
士
が
分
か
り
や
す
く
解
説

医院経営

見直すきっかけに

第 30 回支部総会記念講演　感想文
 

北
摂
・
丹
波
支
部
は
７
月
21

日
、
三
田
市
内
で
第
30
回
支
部

総
会
を
開
催
。
会
員
ら
12
人
が

参
加
し
、
２
０
１
７
年
度
活
動

ま
と
め
と
18
年
度
活
動
方
針
を

承
認
し
た
。
記
念
講
演
で
は
協

会
税
務
講
師
団
の
松
田
正
廣
税

理
士
が
「
決
算
書
か
ら
見
直
す

医
院
経
営
」
と
題
し
て
講
演
し
、

決
算
書
の
見
方
や
チ
ェ
ッ
ク
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
し

た
。
司
会
を
務
め
た
副
支
部
長

の
安
部
治
郎
先
生
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

兵庫県保険医協会　北摂・丹波支部　2018 年度活動方針
〈2018 年７月～ 2019 年 6月〉

１、会員のニーズに応じたテーマでの研究会・会員懇談会を開催する。
２、職員接遇研修会を開催する。
３、医療安全管理対策研究会を開催する。
４、市民公開企画を行う。
５、家族・職員も一緒に楽しめる文化企画やレクリエーションを企
画する。
６、「篠山市の医療をよくする会」に参加するなど、地域での医療・
介護改善の活動に協力して取り組む。そのほか、三田市・丹波市で
も他団体等との連携を進める。
７、幹事会を毎月開催し、医療情勢や支部行事等について論議を深
める。
８、医科・歯科ともに未入会医療機関に対して支部企画への案内等
働きかけを強めるとともに、勤務医対策もすすめる。
９、ニュースを定期発行し内容の充実に努める。

☆北摂・丹波支部ニュースへの

　　　　　　　     投稿を募集しています
支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話

などお寄せください。

TEL 078-393-1807 ／ FAX 078-393-1820　

e-mail　sanda-a@doc-net.or.jp　担当； 三田まで
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⇒
署
名
用
紙
は
５
名
連
記
と
10
名
連

　

記
の
も
の
を
用
意

パンフレット・ハンドブック（無料）をご活用ください

　「こども医療費」については、新たに加古川市

が「中学３年生まで無料」となり、県下 41 市町

の９割に広がりました。しかし、三田市では所得

制限が設けられるなど、一部自治体では制度改悪

も行われています。協会は、「こども医療費助成

と福祉医療パンフレット」と、税・医療費・介護

保険などの役立つ制度をまとめた「くらしと命を

守るハンドブック（兵庫県社会保障推進協議会作

成）」を頒布しています（無料）。医療機関スタッ

フの学習用や、待合室に置いていただくなど、ご

活用をお願いします。

署名用紙などのご注文・お問い合わせは、℡ 078-393-1807 政策運動広報委員会まで

▲くらしと命を守る
　　ハンドブック

▲こども医療費助成と
福祉医療パンフレット

医療安全管理対策研修会「外来における感染防止対策～実践編～」
日　時　10 月 20 日（土） 14 時 30 分～ 16 時 30 分
会　場　三田市総合福祉保健センター多目的ホール
講　師　小川麻由美氏（済生会兵庫県病院　感染管理認定看護師）
参加費　1000 円　※終了後受講証を発行　　定　員　50 人（事前申込順）

お申し込み・お問い合わせは、TEL 078-393-1807・9　担当；三田、石本まで

　協会は、政府が進める患者負担増計画を阻止するために、「み

んなでストップ！　患者負担増」署名に取り組むことを決定しま

した。７5 歳以上の患者窓口負担の原則 1 割から 2 割への引き上

げなどが計画されており、これらの制度改悪が実施されれば、高

い窓口負担を理由に受診抑制が進みかねません。臨時国会会期中

に５万筆、会員参加率 15％を目標として取り組み、全正会員に

署名グッズなどを９月にお届けしています。署名と同時期に毎年

好評の景品付きクイズチラシなどの大型宣伝も実施します。

　北摂・丹波支部としても署名 1800 筆、協力医療機関数 31 とい

う目標を設定しました。患者さんにも政府の狙いを知らせ、署名

で患者負担増計画をストップさせましょう。

「みんなでストップ！ 患者負担増」署名にご協力を


